









       岐阜金華山天文台の活動意義と坂井義雄 






















       
写真 1 岐阜天文台         写真 2 岐阜天文台誌      写真 3 山本博士と坂井義雄 
 
 写真 1 から 3 は、昭和 26 年の開台当時の面影写真である。特に天文台としての建物は、




同志会自体は昭和 21 年秋設立、青雲の志に燃えた青年諸氏を中心に、主要メンバーの M 氏
の個人観測所に集い、その活動を展開し発展的結果を受けて、戦国時代の武将・織田信長










と言われる。(写真 8・9) 既に 60 年を遡る昔の事であるが、何か意義深さを感ずる。 
 
 
写真 4 織田信長の岐阜居城跡  昭和 26 年前後推定の貴重写真 
 
  
写真 5  M 氏個人観測所の坂井義雄          写真 6 金華山天文台転用建物  
 
 
写真 7 岐阜金華山天文台開台新聞記事  昭和 26 年 7 月 30 日 
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写真 10 金華山天文台見学と山本一清博士(中列中央)  坂井義雄(前列中央) 
       







    

















状が届いている。写真 15 から 18 がその証拠である。 
 写真 14 は義宮殿下岐阜行啓の際の栄えあるご進講役の折の亡父・坂井義雄である。筆者
もその折の上を下への大騒ぎを幼い折ではあるが記憶している。 
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写真 15 人工衛星観測写真・九州      写真 16 写真 15 の観測データー裏書 
      
写真 16 スミソニアン天文台感謝状     写真 17 東京天文台感謝状 
 
   
写真 18 大阪東亜天文学会人工衛星観測会議   写真 18 岐阜天文台訪問諸氏 左前段より、村山定男 
山本一清博士ほか著名各氏             宮沢堂  木辺成磨  佐伯恒夫、坂井義雄と膝上の 















    
写真 19 火星スケッチ    写真 20 土星スケッチ   写真 21 木星スケッチ 
工作室と旋盤なども存在した。亡父若気の至りとも言いえるが、気象観測の末、電灯の色
での晴曇とか雨等の日々の予報を独自( 許可無く勝手に ) にしたりして、気象庁からご注
意を受けた事もあったようで、まあ面白噺としてお許しいただくこととしよう。( 写真 22
より写真 24 ) 
 




























































































写真 25 モンゴル国投影室・坂井義雄 ( 1924~2002 )斐太彦天文処・モンゴル国に提供した同機材 
                            
参考文献 
・ 星と人 No14. No15.No16 斐太彦天文処 ・坂井義雄)「故・山本一清を偲ぶ」15 号 ) 
・ 第二回天文台アーカィブプロジェクト報告会集録・山本天文台特集 2011 年 7 月 28 日 
山本一清博士と遺愛カルヴアー46 センチ反射望遠鏡・坂井義人   
・ 第三回天文台アーカィブプロジェクト報告会集録・山本天文台特集その 2  
    カルヴァー46 センチ望遠鏡一時帰郷の事情・坂井義人 
   野尻抱影・星の和名研究書簡について・坂井義人 
・ 第四回天文台アーカィブプロジェクト報告会集録 K 型光学系の発見と若き日の小林義
生・坂井義人 
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